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【研究プロジェクト名および概要】 

I. 喘息・COPD・気道系疾患に関する研究 

アレルギー性疾患、慢性閉塞性肺疾患、気道系疾患は、患者症例数が多く医学的にも社会的にも重要な疾患である。
これらの疾患の問題点を臨床研究および基礎研究にて解決して診断と治療に還元することを目的としている。 

1. 生物学的製剤使用の難治性喘息の実態調査と治療効果の解析 

2. 気管支喘息患者に対する LAMA投与に関する後方視的解析 

3. 気重症喘息における臨床的寛解に関する多施設共同研究 

4. 生物学的製剤使用の難治性喘息の粘液栓に関する CT 画像解析を用いた前向きコホート研究 

 

II. 抗サイトカイン抗体と稀少呼吸器疾患、宿主免疫との関連に関する研究 

肺胞蛋白症や播種性 MAC症を中心に抗サイトカイン抗体の発現と発症機序の関連について研究や、稀少肺疾患の
新規治療法の開発を目指し基礎・臨床研究を行っている。 

1． 抗 IFNγ自己抗体、抗 IL-6自己抗体、抗 GM-CSF自己抗体のスクリーニング系を用いて稀少呼吸器疾患、宿
主免疫との関連を検討 

2． 肺胞蛋白症の病態、治療における免疫細胞機能解析 

3． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する GM-CSF吸入の臨床応用と劇症型に関する臨床研究 

4． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する Biphasic cuirass ventilator：BCV）併用下での全肺洗浄の有効性、安全性の
検討 

5． 肺胞蛋白症に対する Intrapulmonary percussive ventilation（IPV）の有効性の検討 

6． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する電子麻酔記録をもちいた全肺洗浄下の酸素化動態の解明と体位に関する後
方視的解析 

7． 自己免疫性肺胞蛋白症における GM-CSF吸入治療後の長期予後観察研究 

8． 成人発症免疫不全症の疾患レジストリ・検体レポジトリの構築と前向き観察研究 

 

III. 肺癌に関する研究 

肺癌治療は遺伝子診断を基礎にした個別化治療が進んでおり、肺癌の治療成績向上に向けた研究を行っている。さら
に新規の抗癌剤や分子標的治療薬や免疫療法について、効果や有害事象予測因子の発見を目指している。 

1. 口腔内・腸内細菌叢が及ぼす癌治療効果促進・抑制・治療耐性誘導メカニズムの解明 

2. 放射線治療が誘導する抗腫瘍免疫応答への影響解析 

3. 免疫チェックポイント阻害薬の治療効果と血中アミノ酸・脂肪酸の関連性に関する研究 

4. 非小細胞肺癌患者に免疫チェックポイント阻害薬の治療効果に影響する食生活に関する研究 

5. 間質性肺炎合併肺癌患者における急性増悪の予測としての FDG-PET-CT検査の有用性に関する研究 

 

IV. 呼吸管理に関する研究 

実地臨床で遭遇する肺機能・呼吸管理の問題をテーマとして取り上げ、症例のデータを集積し解析することによって、
経過や予後に影響を与える重要な因子を同定し、臨床に役立てる研究を行っている。 

1.  進行肺がんにおける 4m歩行試験と予後との関連の検討 

 

   V. びまん性肺疾患・間質性肺疾患・急性肺損傷に関する研究 

間質性肺炎の急性増悪や線維化進行のメカニズムの解明を中心に末梢血や気管支肺胞洗浄細胞、細胞株、動物モ   
デルを用いて細胞・分子レベルでの病態解明に取り組んでいる。また臨床データの集積・解析により治療効果・予後の
解析や治療効果のバイオマーカーの解析も行っている。 

1.  抗線維化薬の治療効果予測因子の探究・長期投与例の解析 

2.  早期 IPFに対する Nintedanib 治療の有効性の検討 

3.  ３次元イメージングを用いた肺線維化過程における血管・神経ダイナミクスの解明 

4.  膠原病関連 ILDにおけるマクロファージの機能的変化と発症機序の解明 

5.  口腔内・気管内・腸内細菌叢の間質性肺炎発症・急性増悪、及び病態進行・予後への影響の解明 

6.  抗MDA−５抗体陽性間質性肺炎発症・進行に関する機能病態解析 

7.  健診発見の Interstitial lung abnormality の疫学および観察レジストリー研究 

8.  大気汚染と呼吸器疾患との関係に関する研修 

 

VI. 呼吸器感染症に関する研究 

人口の超高齢化による肺炎死亡の増加、医療技術の進歩に伴う日和見感染症の増加、耐性菌増加による難治性感
染症の増加や COVID-19流行など 21世紀においても感染症は重要な位置を占めている。疾患リスク因子の検討や
新たな病原微生物同定法の開発および緑膿菌をはじめとした難治性慢性下気道感染の病態制御を目指した研究に取
り組んでいる。 

1. 非結核性抗酸菌感染症の感染発症の機序解明と感染進行・治療抵抗性関連バイオマーカーの同定 



2. COVID19感染症に対する細胞性免疫応答のメカニズム、および重症化のメカニズムの解明 

 

 

【教職員および大学院生】          【研究プロジェクト】 
教授   坂上 拓郎      研究統括 I, II , III,, IV , V, VI 
講師   冨田 雄介       II, III, V, VI 
助教   猿渡 功一       III 
助教   天神 祐紀（ICU）                           IV 
助教  濱田 昌平     III , V, VI 
助教  猪山 慎治       III 
特任助教  佐藤 亮       II, III, V 
特任助教  赤池 公孝     III, V 
特任助教  岡林比呂子     V 
特任助教  村本 啓              I, VI  
医員  石丸 裕子             I, III 
医員  中山 剛                I, III 
医員  今村 光佑              II, III, V 
医員  内藤 大貴             I, III 
医員  宮崎 蒼               III 
医員  塩見 太郎               III 
医員  徳永龍輝              III 
医員  大江浩平              II, III 
 
大学院(博士課程) 田嶋 祐香     II, III, VI 
大学院(博士課程) 古川 嗣大     II, V 
大学院(博士課程) 徳永 龍輝      II, III, VI 

 

 

【連絡先】 電話: 096-373-5012、FAX: 096-373-5328【ホームページ】 https://kumamoto-respir.com/ 

【E-mail】 kokyukinaika＠kumamoto-u.ac.jp 
 

【特殊技術・特殊装置】 
1. 呼気 NO測定装置、スパイロメーター、Unrestrained Whole Body Plethysmography、MostGraph、 

呼気 CO測定装置、高二酸化炭素換気応答測定装置 
2. コンベックス走査式超音波気管支鏡ガイド下生検(EBUS-TBNA)による診断手技 
3. ポータブル気管支内視鏡システム 
4. PCR装置、in situ PCR装置、Western-blot装置、ELISA用吸光光度計、沈降抗体検査 
5. 実体顕微鏡、蛍光顕微鏡、クライオスタット装置、サイトスピン装置 
6. 細胞培養用インキュベーター、ティッシュオーガンバスシステム、クリーンベンチ 
7. 共焦点レーザー顕微鏡、フローサイトメーター・セルソーター、病理画像解析ソフトウｴア STRATA QUEST 
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